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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数本の走査信号線および複数本の映像信号線を有する表示パネルと、前記走査信号線
に走査信号を加える第１の駆動回路部品を有する第１のフレキシブル配線板と、前記映像
信号線に映像信号を加える第２の駆動回路部品を有する第２のフレキシブル配線板と、前
記第１の駆動回路部品および前記第２の駆動回路部品の動作を制御する制御回路とを有す
る表示装置であって、
　前記表示パネルの表示領域は、第１の分割表示領域と第２の分割表示領域とを有し、
　前記第１のフレキシブル配線板は、前記表示パネルの外周のうちの、前記表示領域を挟
んで相対する第１の区間および第２の区間のそれぞれに、複数個ずつ接続されており、
　前記第２のフレキシブル配線板は、前記表示パネルの外周のうちの、前記表示領域を挟
んで相対する第３の区間および第４の区間のそれぞれに、複数個ずつ接続されており、
　複数の前記第１のフレキシブル配線板は、前記第１の区間および前記第２の区間におい
て、前記第１の分割表示領域に接続される前記第１のフレキシブル配線板と前記第２の分
割表示領域に接続される前記第１のフレキシブル配線板とを有し、
　前記複数個の前記第２のフレキシブル配線板は、それぞれ、前記制御回路と前記第２の
駆動回路部品との接続を中継する第１の配線と、前記第２の駆動回路部品と前記映像信号
線との接続を中継する第２の配線と、前記第１の配線および前記第２の配線が配置された
領域を挟む２カ所の領域のうちの一方のみに、前記制御回路と前記第１の駆動回路部品と
の接続を中継する第３の配線とを有し、
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　前記表示パネルの前記第１の区間において、前記第１の分割表示領域に接続された前記
第１のフレキシブル配線板および前記第２の分割表示領域に接続された前記第１のフレキ
シブル配線板に搭載された複数個の前記第１の駆動回路部品はいずれも、当該第１の区間
に接続された前記各第１のフレキシブル配線板の配線、前記表示パネルの配線、および前
記表示パネルの前記第３の区間に接続された複数個の前記第２のフレキシブル配線板のう
ちの１個の前記第２のフレキシブル配線板に設けられた前記第３の配線を介する共通の第
１の駆動配線で前記制御回路と接続しており、
　前記表示パネルの前記第２の区間において、前記第１の分割表示領域に接続された前記
第１のフレキシブル配線板および前記第２の分割表示領域に接続された前記第１のフレキ
シブル配線板に搭載された複数個の前記第１の駆動回路部品はいずれも、当該第２の区間
に接続された前記第１のフレキシブル配線板の配線、前記表示パネルの配線、および前記
表示パネルの前記第４の区間に接続された複数個の前記第２のフレキシブル配線板のうち
の１個の前記第２のフレキシブル配線板に設けられた前記第３の配線を介する共通の第２
の駆動配線で前記制御回路と接続していることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記表示パネルに接続された複数個の前記第２のフレキシブル配線板は、それぞれの前
記第２のフレキシブル配線板上における前記第１の配線および前記第２の配線と、前記第
３の配線との位置関係が、すべて同じ関係であることを特徴とする請求項１に記載の表示
装置。
【請求項３】
　前記表示パネルは、複数個のＴＦＴ素子と、複数個の画素電極と、複数のコモン給電配
線とを有し、
　前記表示パネルの前記表示領域には、ＴＦＴ素子、前記ＴＦＴ素子を介して前記映像信
号線に接続された第１の電極を有する画素がマトリクス状に配置されており、
　前記第２のフレキシブル配線板は、前記第１の配線および前記第２の配線が配置された
領域を挟む２カ所の領域のそれぞれに、前記制御回路と前記コモン給電配線との接続を中
継する第４の配線を有することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示パネルは、外周が概略長方形であり、
　前記第１の区間および前記第２の区間は、前記表示領域を挟んで相対する２つの短辺で
あり、
　前記第３の区間および前記第４の区間は、前記表示領域を挟んで相対する２つの長辺で
あることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記映像信号線は、前記第３の区間に接続された前記第２のフレキシブル配線板に接続
される第１の映像信号線と、前記第４の区間に接続された前記第２のフレキシブル配線板
に接続される第２の映像信号線とを有することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記映像信号線は、前記第３の区間に接続された前記第２のフレキシブル配線板と、前
記第４の区間に接続された前記第２のフレキシブル配線板との間を接続するように配置さ
れることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記複数本の走査信号線は、それぞれ、前記表示パネルの前記第１の区間にある複数個
の前記第１の駆動回路部品のうちの１個の前記第１の駆動回路部品と、前記表示パネルの
前記第２の区間にある複数個の前記第１の駆動回路部品のうちの１個の前記第１の駆動回
路部品とに接続していることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記表示パネルは、一対の基板の間に液晶材料を封入した液晶表示パネルであることを
特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
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　前記第１の駆動配線に接続される前記第２のフレキシブル配線板と、前記第２の駆動配
線に接続される前記第２のフレキシブル配線板とは、前記表示パネルを挟んで対角に位置
することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に、大画面で高精細の液晶表示装置に適用して有効な技
術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アクティブマトリクス方式の液晶表示装置は、たとえば、液晶テレビやパーソナ
ル・コンピュータ（ＰＣ）用の液晶ディスプレイなどに用いられている。
【０００３】
　アクティブマトリクス方式の液晶表示装置（以下、単に液晶表示装置という）は、複数
本の走査信号線および複数本の映像信号線を有する表示パネルと、複数本の走査信号線の
それぞれに走査信号を加える第１の駆動回路と、複数本の映像信号線のそれぞれに映像信
号を加える第２の駆動回路と、第１の駆動回路および第２の駆動回路の動作を制御する制
御回路とを有する。
【０００４】
　また、液晶テレビなどに用いる大型（大画面）の液晶表示装置の場合、通常、第１の駆
動回路および第２の駆動回路は、それぞれ、複数個の駆動回路部品（ＩＣチップ）で構成
されている。またこのとき、それぞれの駆動回路部品は、たとえば、フレキシブル配線板
に搭載（実装）されている。以下、第１の駆動回路に用いる駆動回路部品をゲートドライ
バＩＣといい、第２の駆動回路に用いる駆動回路部品をソースドライバＩＣという。
【０００５】
　また、液晶テレビなどに用いる液晶表示装置では、制御回路と第１の駆動回路を接続す
るときに、たとえば、ソースドライバＩＣが搭載されたフレキシブル配線板の配線および
液晶表示パネル上の配線を介して接続している。
【０００６】
　またさらに、液晶テレビなどに用いる液晶表示装置は、近年、大型化、高精細化、駆動
速度の高速化が進んでいる。そのため、近年の大型の液晶表示装置や高精細な液晶表示装
置では、たとえば、液晶表示パネルの２つの短辺のそれぞれに、ゲートドライバＩＣが搭
載された第１のフレキシブル配線板を複数個ずつ接続し、液晶表示パネルの２つの長辺の
それぞれに、ソースドライバＩＣが搭載された第２のフレキシブル配線板を複数個ずつ接
続している（たとえば、特許文献１を参照。）。
【特許文献１】特開2006－237140号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　液晶表示装置において、１枚の液晶表示パネルに接続する複数個の第１のフレキシブル
配線板は、製造コストなどの観点から、すべて同じ構成であることが望ましい。同様に、
１枚の液晶表示パネルに接続する複数個の第２のフレキシブル配線板は、製造コストなど
の観点から、すべて同じ構成であることが望ましい。
【０００８】
　そのため、ソースドライバＩＣが搭載された第２のフレキシブル配線板を介して制御回
路とゲートドライバＩＣ（第１の駆動回路）とを接続する場合、１枚の液晶表示パネルに
接続された複数個の第２のフレキシブル配線板には、それぞれ、制御回路とソースドライ
バＩＣとの接続を中継する第１の配線、ソースドライバＩＣと映像信号線との接続を中継
する第２の配線、および制御回路とゲートドライバＩＣ（第１の駆動回路）との接続を中
継する第３の配線、ならびに制御回路と表示領域の各画素が有する対向電極（共通電極と
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いうこともある）との接続を中継する第４の配線を設けられている。
【０００９】
　またこのとき、第３の配線は、実際には、複数本の配線群であり、１個の第２のフレキ
シブル配線板上の、第１の配線および第２の配線が配置された領域を挟む２カ所の領域の
それぞれに配置されている。
【００１０】
　また、従来の液晶表示装置では、たとえば、製造コストの削減のために、ソースドライ
バＩＣの多出力化などが検討されている。
【００１１】
　しかしながら、第２のフレキシブル配線板に搭載するソースドライバＩＣを多出力化し
た場合、第２の配線の数が増加する。このとき、第２のフレキシブル配線板のサイズを従
来のものと同じサイズにするのであれば、それぞれの第２の配線のピッチを狭くする必要
がある。そのため、多出力化したソースドライバＩＣを搭載する第２のフレキシブル配線
板のサイズが、従来のものと同じサイズである場合、たとえば、第２の配線と映像信号線
とを接続するときの合わせずれが起こりやすくなり、接続不良が発生しやすくなるという
問題がある。
【００１２】
　また、第２の配線と映像信号線との接続不良が起こらないようにするには、たとえば、
第２のフレキシブル配線板のサイズを従来の物よりも大きくして、第２の配線のピッチを
広くすればよい。しかしながら、第２のフレキシブル配線板のサイズを大きくすると、第
２のフレキシブル配線板の製造コストが増加するという別の問題が発生する。
【００１３】
　本発明の目的は、ソースドライバＩＣを搭載するフレキシブル配線板の配線と映像信号
線との接続不良を低減することが可能な技術を提供することにある。
【００１４】
　本発明の他の目的は、ソースドライバＩＣを搭載するフレキシブル配線板の、ソースド
ライバの多出力化への対応を容易にすることが可能な技術を提供することにある。
【００１５】
　本発明の他の目的は、多出力化したソースドライバＩＣを搭載するフレキシブル配線板
の製造コストの上昇を抑えることが可能な技術を提供することにある。
【００１６】
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述および添付図面に
よって明らかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概略を説明すれば、以下の通りで
ある。
【００１８】
　（１）複数本の走査信号線および複数本の映像信号線を有する表示パネルと、前記走査
信号線に走査信号を加える第１の駆動回路部品を有する第１のフレキシブル配線板と、前
記映像信号線に映像信号を加える第２の駆動回路部品を有する第２のフレキシブル配線板
と、前記第１の駆動回路部品および前記第２の駆動回路部品の動作を制御する制御回路と
を有する表示装置であって、前記第１のフレキシブル配線板は、前記表示パネルの外周の
うちの、表示領域を挟んで相対する第１の区間および第２の区間のそれぞれに、複数個ず
つ接続されており、前記第２のフレキシブル配線板は、前記表示パネルの外周のうちの、
前記表示領域を挟んで相対する第３の区間および第４の区間のそれぞれに、複数個ずつ接
続されており、前記複数個の前記第２のフレキシブル配線板は、それぞれ、前記制御回路
と前記第２の駆動回路部品との接続を中継する第１の配線と、前記第２の駆動回路部品と
前記映像信号線との接続を中継する第２の配線と、前記第１の配線および前記第２の配線
が配置された領域を挟む２カ所の領域のうちの一方の領域に、前記制御回路と前記第１の
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駆動回路部品との接続を中継する第３の配線とを有し、前記表示パネルの前記第１の区間
に接続された複数個の前記第１のフレキシブル配線板のそれぞれに搭載された前記第１の
駆動回路部品は、前記第１のフレキシブル配線板の配線、前記表示パネルの配線、および
前記表示パネルの前記第３の区間に接続された複数個の前記第２のフレキシブル配線板の
うちの１個の前記第２のフレキシブル配線板に設けられた前記第３の配線を介して前記制
御回路と接続しており、前記表示パネルの前記第２の区間に接続された複数個の前記第１
のフレキシブル配線板のそれぞれに搭載された前記第１の駆動回路部品は、前記第１のフ
レキシブル配線板の配線、前記表示パネルの配線、および前記表示パネルの前記第４の区
間に接続された複数個の前記第２のフレキシブル配線板のうちの１個の前記第２のフレキ
シブル配線板に設けられた前記第３の配線を介して前記制御回路と接続している表示装置
。
【００１９】
　（２）前記（１）の表示装置において、前記表示パネルに接続された複数個の前記第２
のフレキシブル配線板は、それぞれの前記第２のフレキシブル配線板上における前記第１
の配線および前記第２の配線と、前記第３の配線との位置関係が、すべて同じ関係である
表示装置。
【００２０】
　（３）前記（１）の表示装置において、前記表示パネルは、複数個のＴＦＴ素子と、複
数個の画素電極と、複数のコモン給電配線とを有し、前記表示パネルの前記表示領域には
、ＴＦＴ素子、前記ＴＦＴ素子を介して前記映像信号線に接続された第１の電極を有する
画素がマトリクス状に配置されており、前記第２のフレキシブル配線板は、前記第１の配
線および前記第２の配線が配置された領域を挟む２カ所の領域のそれぞれに、前記制御回
路と前記コモン給電配線との接続を中継する第４の配線を有する表示装置。
【００２１】
　（４）前記（１）の表示装置において、前記表示パネルは、外周が概略長方形であり、
前記第１の区間および前記第２の区間は、前記表示領域を挟んで相対する２つの短辺であ
り、前記第３の区間および前記第４の区間は、前記表示領域を挟んで相対する２つの長辺
である表示装置。
【００２２】
　（５）前記（１）の表示装置において、前記映像信号線は、前記第３の区間に接続され
た前記第２のフレキシブル配線板に接続される第１の映像信号線と、前記第４の区間に接
続された前記第２のフレキシブル配線板に接続される第２の映像信号線とを有する表示装
置。
【００２３】
　（６）前記（１）の表示装置において、前記映像信号線は、前記第３の区間に接続され
た前記第２のフレキシブル配線板と、前記第４の区間に接続された前記第２のフレキシブ
ル配線板との間を接続するように配置される表示装置。
【００２４】
　（７）前記（１）の表示装置において、前記複数本の走査信号線は、それぞれ、前記表
示パネルの前記第１の区間にある複数個の前記第１の駆動回路部品のうちの１個の前記第
１の駆動回路部品と、前記表示パネルの前記第２の区間にある複数個の前記第１の駆動回
路部品のうちの１個の前記第１の駆動回路部品とに接続している表示装置。
【００２５】
　（８）前記（１）の表示装置において、前記表示パネルは、一対の基板の間に液晶材料
を封入した液晶表示パネルである表示装置。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の表示装置によれば、第２の駆動回路部品（ソースドライバ）を搭載する第２の
フレキシブル配線板の第２の配線と映像信号線との接続不良を低減することができる。
【００２７】
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　また、本発明の表示装置によれば、第２のフレキシブル配線板の、第２の駆動回路部品
の多出力化への対応を容易にすることができる。
【００２８】
　また、本発明の表示装置によれば、多出力化した第２の駆動回路部品を搭載する第２の
フレキシブル配線板の製造コストの上昇を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明について、図面を参照して実施の形態（実施例）とともに詳細に説明する
。
  なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは、同一符号を付
け、その繰り返しの説明は省略する。
【００３０】
　図１（ａ）および図１（ｂ）は、本発明に関わる液晶表示装置の概略構成の一例を示す
模式図である。
  図１（ａ）は、本発明に関わる液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式図である。図
１（ｂ）は、液晶表示パネルの１つの画素の回路構成の一例を示す模式回路図である。
【００３１】
　本発明は、たとえば、液晶テレビなどに用いられる大型（大画面）の液晶表示装置に適
用される。また、本発明が適用可能な液晶表示装置は、たとえば、図１（ａ）に示すよう
に、液晶表示パネル１と、２つの第１の駆動回路２ａ，２ｂと、２つの第２の駆動回路３
ａ，３ｂと、２つの第１の駆動回路２ａ，２ｂおよび２つの第２の駆動回路３ａ，３ｂの
動作を制御する制御回路４とを有する。また、図１（ａ）では省略しているが、液晶テレ
ビなどの液晶表示装置の場合、たとえば、液晶表示パネル１の背面側に配置されるバック
ライトユニットなどを有する。
【００３２】
　液晶表示パネル１は、第１の基板と第２の基板の一対の基板の間に液晶材料を封入した
表示パネルである。また、液晶テレビなどに用いられる液晶表示装置は、アクティブマト
リクス方式のものであり、たとえば、第１の基板に複数本の走査信号線ＧＬおよび複数本
の映像信号線ＤＬが設けられている。なお、図１（ａ）には、一部の走査信号線ＧＬおよ
び一部の映像信号線ＤＬのみを示しており、実際の液晶表示パネル１には、さらに多数本
の走査信号線ＧＬおよび映像信号線ＤＬが設けられている。また、図１（ａ）では省略し
ているが、液晶表示パネル１には、そのほかにも、たとえば、複数の保持容量線あるいは
対向電圧信号線などが設けられている。
【００３３】
　このとき、液晶表示パネル１の表示領域ＤＡには、複数の画素がマトリクス状に配置さ
れており、表示領域ＤＡにおいて１つの画素が占有する領域は、たとえば、隣接する２本
の走査信号線ＧＬと、隣接する２本の映像信号線ＤＬとで囲まれる領域に相当する。
【００３４】
　表示領域ＤＡの１つの画素は、たとえば、図１（ｂ）に示すような回路構成になってお
り、ＴＦＴ素子Ｔｒ、画素電極ＰＸ、および図示していない対向電極を有する。また、１
つの画素は、たとえば、画素電極ＰＸ、対向電極、および液晶材料で形成される画素容量
ＣＬＣ（液晶容量と呼ぶこともある。）と、画素電極ＰＸ、保持容量線ＳｔｇＬ、および
絶縁層で形成される保持容量ＣＳＴＧ（補助容量または蓄積容量と呼ぶこともある。）と
を有する。なお、近年の液晶表示パネル１では、保持容量ＣＳＴＧを設けない場合もある
。
【００３５】
　また、図１（ｂ）に示した例では、ＴＦＴ素子Ｔｒのゲートが、隣接する２本の走査信
号線ＧＬｍ，ＧＬｍ＋１のうちの下側の走査信号線ＧＬｍ＋１に接続しているが、これに
限らず、上側の走査信号線ＧＬｍに接続している場合もある。
【００３６】
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　同様に、図１（ｂ）に示した例では、ＴＦＴ素子Ｔｒのドレインが、隣接する２本の映
像信号線ＤＬｎ，ＤＬｎ＋１のうちの左側の映像信号線ＤＬｎに接続しているが、これに
限らず、右側の映像信号線ＤＬｎ＋１に接続している場合もある。
【００３７】
　２つの第１の駆動回路２ａ，２ｂは、それぞれ、走査信号線ＧＬに走査信号を加える駆
動回路であり、一方の第１の駆動回路２ａが液晶表示パネル１の左辺側に配置され、他方
の第１の駆動回路２ｂが液晶表示パネル１の右辺側に配置されている。このとき、それぞ
れの走査信号線ＧＬは、第１の駆動回路２ａおよび第１の駆動回路２ｂの両方に接続して
いる。
【００３８】
　２つの第２の駆動回路３ａ，３ｂは、それぞれ、映像信号線ＤＬに映像信号（階調電圧
）を加える駆動回路であり、一方の第２の駆動回路３ａが液晶表示パネル１の上辺側に配
置され、他方の第２の駆動回路３ｂが液晶表示パネル１の下辺側に配置されている。この
とき、１つの表示領域ＤＡのうちの上半分の領域を通る映像信号線ＤＬと、下半分の領域
を通る映像信号線ＤＬとは、電気的に絶縁されている。そして、上半分の領域を通る映像
信号線ＤＬは液晶表示パネル１の上辺側に配置された第２の駆動回路３ａに接続しており
、下半分の領域を通る映像信号線ＤＬは液晶表示パネル１の下辺側に配置された第２の駆
動回路３ｂに接続している。
【００３９】
　制御回路４は、たとえば、ＴＦＴコントローラまたはタイミングコントローラなどと呼
ばれる回路であり、液晶表示装置の外部から入力された映像信号や電力、当該制御回路４
で生成したクロック信号などを、２つの第１の駆動回路２ａ，２ｂおよび２つの第２の駆
動回路３ａ，３ｂに出力する回路である。また、制御回路４は、たとえば、対向電極にコ
モン電圧を加える回路や、バックライトユニットの光源に電力を供給する回路なども有す
る。
【００４０】
　また、本発明が適用可能な液晶表示装置における液晶表示パネル１の構成は、図１（ａ
）および図１（ｂ）に示したような回路構成であればよく、走査信号線ＧＬ、映像信号線
ＤＬ、ＴＦＴ素子Ｔｒ、画素電極ＰＸ、対向電極などの平面形状や位置関係などは、周知
の平面形状や位置関係の組み合わせのいずれか、あるいはそれらを応用した組み合わせで
あればよい。そのため、走査信号線ＧＬ、映像信号線ＤＬ、ＴＦＴ素子Ｔｒ、画素電極Ｐ
Ｘ、対向電極などの平面形状や位置関係などに関する詳細な説明は省略する。
【００４１】
　また、本発明が適用可能な液晶表示装置の一例として、図１（ａ）に示した例では、液
晶表示パネル１に設けられた映像信号線ＤＬが、１つの表示領域ＤＡのうちの上半分の領
域を通る映像信号線ＤＬと、下半分の領域を通る映像信号線ＤＬとに分割されている。そ
のため、同じ列の画素に対し、２行同時に書き込むことが出来る。このような走査は分割
走査と言い、書き込み速度が向上し、表示領域内の画素数が多い場合に有効である。
【００４２】
　しかしながら、このような分割走査を行わない場合は、それぞれの映像信号線ＤＬが１
つの表示領域ＤＡの上半分の領域から下半分の領域に至って連続して形成されていても良
い。この場合、それぞれの映像信号線ＤＬは、液晶表示パネル１の上辺側に配置された第
２の駆動回路３ａおよび下辺側に配置された第２の駆動回路３ｂの両方に接続されること
になる。
【００４３】
　図２（ａ）および図２（ｂ）は、従来の液晶表示装置における第１の駆動回路および第
２の駆動回路と制御回路との接続方法の一例を示す模式図である。
  図２（ａ）は、従来の液晶表示装置における第１の駆動回路および第２の駆動回路と制
御回路との接続方法の一例を示す模式図である。図２（ｂ）は、従来のソースドライバの
概略構成の一例を示す模式図である。
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【００４４】
　液晶表示パネル１の左辺側に配置される第１の駆動回路２ａ、および右辺側に配置され
る第１の駆動回路２ｂは、たとえば、図２（ａ）に示すように、それぞれ、４個のゲート
ドライバ２からなる。このとき、１つのゲートドライバ２は、第１のフレキシブル配線板
に第１の駆動回路部品（ゲートドライバＩＣ）が実装されている。
【００４５】
　また、液晶表示パネル１の上辺側に配置される第２の駆動回路３ａ、および下辺側に配
置される第２の駆動回路３ｂは、たとえば、図２（ａ）に示すように、それぞれ、６個の
ソースドライバ３からなる。このとき、１つのソースドライバ３は、第２のフレキシブル
配線板に第２の駆動回路部品（ソースドライバＩＣ）が実装されている。
【００４６】
　また、液晶表示パネル１の上辺側に配置されている６個のソースドライバ３のうちの、
左半分の３個のソースドライバ３は、プリント配線板５ａおよび第３のフレキシブル配線
板６ａを介して、制御回路４に接続している。そして、液晶表示パネル１の上辺側に配置
されている６個のソースドライバ３のうちの、右半分の３個のソースドライバ３は、プリ
ント配線板５ｂおよび第３のフレキシブル配線板６ｂを介して、制御回路４に接続してい
る。
【００４７】
　また、液晶表示パネル１の下辺側に配置されている６個のソースドライバ３のうちの、
左半分の３個のソースドライバ３は、プリント配線板５ｃおよび第３のフレキシブル配線
板６ｃを介して、制御回路４に接続している。そして、液晶表示パネル１の下辺側に配置
されている６個のソースドライバ３のうちの、右半分の３個のソースドライバ３は、プリ
ント配線板５ｄおよび第３のフレキシブル配線板６ｄを介して、制御回路４に接続してい
る。
【００４８】
　また、従来の液晶表示装置では、制御回路４からそれぞれのゲートドライバ３のゲート
ドライバＩＣに駆動信号および駆動電力を伝送するゲートドライバ駆動配線７が、図２（
ａ）に示したように設けられている。このとき、液晶表示パネル１の左辺側に配置された
４個のゲートドライバ２のうちの上半分の２個のゲートドライバ２の駆動電源は、液晶表
示パネル１の上辺の左側に配置された第３のフレキシブル配線板６ａ、プリント配線板５
ａ、ソースドライバ３、および液晶表示パネル１を介して供給される。またこのとき、液
晶表示パネル１の左辺側に配置された４個のゲートドライバ２のうちの下半分の２個のゲ
ートドライバ２の駆動電源は、液晶表示パネル１の下辺の左側に配置された第３のフレキ
シブル配線板６ｃ、プリント配線板５ｃ、ソースドライバ３、および液晶表示パネル１を
介して供給される。
【００４９】
　また、液晶表示パネル１の右辺側に配置された４個のゲートドライバ２のうちの上半分
の２個のゲートドライバ２の駆動電源は、液晶表示パネル１の上辺の右側に配置された第
３のフレキシブル配線板６ｂ、プリント配線板５ｂ、ソースドライバ３、および液晶表示
パネル１を介して供給される。またこのとき、液晶表示パネル１の右辺側に配置された４
個のゲートドライバ２のうちの下半分の２個のゲートドライバ２の駆動電源は、液晶表示
パネル１の下辺の右側に配置された第３のフレキシブル配線板６ｄ、プリント配線板５ｄ
、ソースドライバ３、および液晶表示パネル１を介して供給される。
【００５０】
　また、従来の液晶表示装置では、コモン給電配線８が、図２（ａ）に示したように設け
られている。コモン給電配線８は、縦電界方式の液晶表示パネル１では、各画素領域内で
保持容量を形成するための保持容量線に接続され、横電界方式の液晶表示パネル１では、
画素電極との間で電界を形成する対向電極に電圧を供給する対向電圧信号線に接続される
。
【００５１】
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　図２（ａ）に示した従来の液晶表示装置における１２個のソースドライバ３は、通常、
すべてが同じ構成であり、たとえば、図２（ｂ）に示したような構成になっている。１個
のソースドライバ３は、第２のフレキシブル配線板３０１と、当該第２のフレキシブル配
線板３０１に搭載されたソースドライバＩＣ ３０２からなる。このとき、第２のフレキ
シブル配線板３０１は、制御回路４とソースドライバＩＣ ３０２との接続を中継する第
１の配線３０１ａと、ソースドライバＩＣ ３０２と映像信号線ＤＬとの接続を中継する
第２の配線３０１ｂと、制御回路４とゲートドライバ３との接続を中継する第３の配線３
０１ｃと、制御回路４と対向電極との接続を中継する第４の配線３０１ｄとを有する。
【００５２】
　またこのとき、第３の配線３０１ｃおよび第４の配線３０１ｄは、第１の配線３０１ａ
および第２の配線３０１ｂが配置された領域を挟む２つの領域のそれぞれに設けられてい
る。また、第３の配線３０１ｃは、実際には、図２（ｂ）に示したような複数本の配線か
らなる配線群である。
【００５３】
　このように、第１の配線３０１ａおよび第２の配線３０１ｂが配置された領域を挟む２
つの領域のそれぞれに第３の配線３０１ｃおよび第４の配線３０１ｄが設けられている第
２のフレキシブル配線板３０１を利用すると、１枚の液晶表示パネル１に接続するすべて
のソースドライバ３が同じ構成である。そのため、たとえば、ソースドライバ３の製造コ
ストを低減できるとともに、液晶表示パネル１の組み立て作業の作業性を向上させること
ができる。
【００５４】
　しかしながら、図２（ｂ）に示した従来のソースドライバ３のように、第１の配線３０
１ａおよび第２の配線３０１ｂが配置された領域を挟む２つの領域のそれぞれに第３の配
線３０１ｃを設けた場合、その分、第１の配線３０１ａおよび第２の配線３０１ｂを配置
できる領域が狭くなる。そのため、第２のフレキシブル配線板３０１の寸法を変えずにソ
ースドライバＩＣの多出力化に対応するには、たとえば、第２の配線３０１ｂのピッチを
狭くする必要がある。このように、第２の配線３０１ｂのピッチを狭くすると、第２の配
線３０１ｂと映像信号線ＤＬとの接続不良が生じやすい。
【００５５】
　また、ソースドライバＩＣの多出力化に対応するには、たとえば、第２のフレキシブル
配線板３０１の寸法を大きくすればよいと考えられる。しかしながら、第２のフレキシブ
ル配線板３０１の寸法を大きくした場合、たとえば、当該第２のフレキシブル配線板３０
１の製造装置の設定や、使用する絶縁基板の寸法などを変更する必要があり、製造コスト
が上昇する。
【実施例】
【００５６】
　図３（ａ）および図３（ｂ）は、本発明による一実施例の液晶表示装置の概略構成を示
す模式図である。
  図３（ａ）は、本発明による一実施例の液晶表示装置で使用するソースドライバの概略
構成の一例を示す模式図である。図３（ｂ）は、本実施例の液晶表示装置における第１の
駆動回路および第２の駆動回路と制御回路との接続方法の一例を示す模式図である。
【００５７】
　本実施例の液晶表示装置では、たとえば、図３（ａ）に示すような構成のソースドライ
バ３を使用する。
【００５８】
　本願発明者らは、従来のソースドライバ３において生じる上記のような問題点を解決す
るために、第２のフレキシブル配線板３０１上の配線の配置を見直し、第１の配線３０１
ａおよび第２の配線３０１ｂが配置された領域を挟む２つの領域のうちの一方の領域のみ
に第３の配線３０１ｃを設けるようにした。これにより、従来の第２のフレキシブル配線
板３０１の寸法と同じ寸法の場合、第１の配線３０１ａおよび第２の配線３０１ｂを配置
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する領域を従来のものよりも広くできる。そのため、ソースドライバＩＣ ３０２を多出
力化した場合でも、たとえば、第２の配線３０１ｂのピッチに余裕を持たせることができ
、第２の配線３０１ｂと映像信号線ＤＬとを接続するときの接続不良を低減できる。
【００５９】
　また、本実施例のソースドライバ３を使用する場合、ゲートドライバ駆動配線７は、た
とえば、図３（ｂ）に示すような経路で設ければよい。すなわち、液晶表示パネル１の左
辺側に配置される４個のゲートドライバ２には、液晶表示パネル１の下辺の左側に配置さ
れる第３のフレキシブル配線板６ｃ、プリント配線板５ｃ、ソースドライバ３、ゲートド
ライバ２の配線、および液晶表示パネル１の配線を介して、制御回路４からの駆動信号お
よび駆動電力が伝送される。
【００６０】
　またこのとき、液晶表示パネル１の右辺側に配置される４個のゲートドライバ２には、
液晶表示パネル１の上辺の右側に配置される第３のフレキシブル配線板６ｂ、プリント配
線板５ｂ、ソースドライバ３、ゲートドライバ２の配線、および液晶表示パネル１の配線
を介して、制御回路４からの駆動信号および駆動電力が伝送される。
【００６１】
　また、本実施例のソースドライバ３を使用する場合、第４の配線３０１ｄに接続される
コモン給電配線８の経路は、図２（ｂ）に示した従来例のときと同じ経路になる。
【００６２】
　以上説明したように、本実施例の液晶表示装置によれば、ソースドライバ３の第２の配
線３０１ｂと映像信号線ＤＬとの接続不良を低減できる。
【００６３】
　また、本実施例の液晶表示装置によれば、第２のフレキシブル配線板３０１の、ソース
ドライバＩＣ ３０２（第２の駆動回路部品）の多出力化への対応を容易にすることがで
きる。
【００６４】
　また、本実施例の液晶表示装置によれば、多出力化したソースドライバＩＣ ３０２を
搭載する第２のフレキシブル配線板の製造コストの上昇を抑えることができる。
【００６５】
　また、本実施例の液晶表示装置は、上記のような効果が得られることから、たとえば、
大型化（大画面化）、高精細化、駆動速度の高速化などが容易になる。
【００６６】
　また、図３（ａ）に示した例では、ソースドライバＩＣ ３０２の右側の第３の配線３
０１ｃを無くして得られたスペースに第２の配線３０１ｂおよび第４の配線３０１ｄを配
置している。しかしながら、たとえば、図２（ｂ）に示したような配置でも第２の配線３
０１ｂのピッチに余裕がある場合は、第３の配線３０１ｃを無くすことで生じる空きスペ
ース分だけ、第２のフレキシブル配線板３０１の幅を狭くしてもよいことはもちろんであ
る。
【００６７】
　以上、本発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実施例に限
定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種々変更可能であることは
もちろんである。
【００６８】
　たとえば、前記実施例では液晶表示装置を例に挙げたが、本発明は、これに限らず、液
晶表示装置と同様の構成であり、かつ、同様の駆動方法で駆動する表示装置であれば適用
できることはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１（ａ）】本発明に関わる液晶表示装置の概略構成の一例を示す模式図である。
【図１（ｂ）】液晶表示パネルの１つの画素の回路構成の一例を示す模式回路図である。
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【図２（ａ）】従来の液晶表示装置における第１の駆動回路および第２の駆動回路と制御
回路との接続方法の一例を示す模式図である。
【図２（ｂ）】従来のソースドライバの概略構成の一例を示す模式図である。
【図３（ａ）】本発明による一実施例の液晶表示装置で使用するソースドライバの概略構
成の一例を示す模式図である。
【図３（ｂ）】本実施例の液晶表示装置における第１の駆動回路および第２の駆動回路と
制御回路との接続方法の一例を示す模式図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１…液晶表示パネル
　２…ゲートドライバ
　２ａ，２ｂ…第１の駆動回路
　３…ソースドライバ
　３ａ，３ｂ…第２の駆動回路
　３０１…第２のフレキシブル配線板
　３０１ａ…第１の配線
　３０１ｂ…第２の配線
　３０１ｃ…第３の配線
　３０１ｄ…第４の配線
　３０２…ソースドライバＩＣ（第２の駆動回路部品）
　４…制御回路
　５ａ，５ｂ，５ｃ，５ｄ…プリント配線板
　６ａ，６ｂ，６ｃ，６ｄ…第３のフレキシブル配線板
　７…ゲートドライバ駆動配線
　８…コモン給電配線
【図１（ａ）】 【図１（ｂ）】
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【図３（ｂ）】
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